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学 会 発 表
1) 軟化スケ.}>-ルの検討一比率スケジュ ルー
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野沢 謙 ･江原昭善 ･和田一雄
四郎朗達 ･庄武孝義
研 究 概 要
1) ニホソザルJ潤 の桝出に関する数理的研兜
●野 沢 謙
ニホソザルにはその社会耶池の叩位として郡れの存在
が稚拙されている｡郡れの迫伝･:7:的和劾サイズ,郡れの
川の拶山人埠ミなどは.ニホソザルJS凹の退伝,lI'=的桝造と
動態を文WLlするZIi公なパラメーターである｡従来から番
机しているニホソザルの社会.dilE7(･学的知見を利用し
て,これまでにニホソザルの迫伝学的和劾サイズを推定
してきたが,2)のテーマとも漕拝な閉路があるので.こ
れと閃逃させて次のパラメーターを拡延すべ く日下Yf料
収Jhl)である｡
2) サルの田自多型現象の探索と退伝的変b'ち性の定見化
野沢 耽 ･庄武夢虫
3'立伝的多型現象の存在を明らかにし,そのMl皮分-Jげを
もとにして,ニホソザルの柴田の柄造と動1LB.を統計学的
に解明せんとするもので,昨年皮までにユホソザル35郡
約1.300頚分の汗料を収集し,群ごとの退伝子桝成を明ら
かにして群問の迫伝的距離と地理的距離の関係からこホ
ソザルの移動距離について考察した｡また他の Macaca
属のサルについて磯ごとの退伝子構成を明らかにし,梯
間の遺伝的関係を明らかにすべ く研究を開始した.これ
については1974年度の日本遺伝学会で第一報が苑袈され
るはずである｡
3) ニホソザルの先天的四肢寄型への遺伝学的アブFl-
チ
野沢 維 ･旺武孝汲
ニホソザルの榊 寺山.臥牛11,淡路):1などの郡に多指
する四肢布型が退伝的支配な受けているか-打かな明らか
にすべく研究が統行されている｡これまではJl同の布型
山砂 こLX]するもソサスから統計迫伝'If:的ソj法なもちいて
分析を行なってきたが,今咋皮は淡路山野tは公苑のtgJプ)
を相,交配火映なmW7した｡
4) 家市化現象のLX潤 辺伝学的研究
野沢 放 ･庄武夢虫
在来gfi家畜とそれらの野生原朝の迫伝学的野外調査,
および家筋と野生原租の迫伝的交流に関する調査によっ
- itlL
